
（様式 5） 

判断基準が法令の定めに言い尽くされている場合の当該法令の規定 

審査基準（申請に対する処分関係） 

資料番号 ４ 担当課 労政雇用課 

法令名 職業能力開発促進法 根拠条項 30-1 
許認可等の

内容 
職業訓練指導員試験（試験以外により判断する場合） 

 

（職業訓練指導員試験） 
第三十条 職業訓練指導員試験は、厚生労働大臣が毎年定める職業訓練指導員試験に関する計画に従い、都道府県知事が行う。 

２ 前項の職業訓練指導員試験（以下「職業訓練指導員試験」という。）は、実技試験及び学科試験によつて行なう。 

３ 職業訓練指導員試験を受けることができる者は、次の者とする。 

一 第四十四条第一項の技能検定に合格した者 

二 厚生労働省令で定める実務の経験を有する者 

三 前二号に掲げる者と同等以上の能力を有すると認められる者 

４ 前項第三号に掲げる者の範囲は、厚生労働省令で定める。 

５ 都道府県知事は、厚生労働省令で定めるところにより、一定の資格を有する者に対して、第二項の実技試験又は学科試験の全部又は一部を免除す

ることができる。 

６ 第二十八条第五項各号のいずれかに該当する者は、職業訓練指導員試験を受けることができない。 
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職業能力開発促進法施行規則 

（試験の免除） 
第四十六条 都道府県知事は、次の表の上欄に該当する者について、それぞれ同表の下欄に掲げる試験を免除することができる。  

免除を受けることができる者 免除の範囲 

免許職種に関し、一級の技能検定又は単一等級の技能検定に合格した者 実技試験の全部及び学科試験のうち関連学科 

免許職種に関し、二級の技能検定に合格した者 実技試験の全部 

職業訓練指導員免許を受けた者 学科試験のうち指導方法及び関連学科の系基礎学

科（当該免許職種に係る職業訓練指導員試験に係る

系基礎学科と同一の系基礎学科に限る。） 

免許職種に関し、職業訓練指導員試験において実技試験に合格した者 実技試験の全部 

職業訓練指導員試験において学科試験のうち指導方法に合格した者 学科試験のうち指導方法 

免許職種に関し、職業訓練指導員試験において学科試験のうち関連学科の系基礎学科又

は専攻学科（フォークリフト科、建築物衛生管理科及び福祉工学科に係る職業訓練指導

員試験にあつては、学科試験のうち関連学科）に合格した者 

学科試験のうち関連学科の系基礎学科又は専攻学

科（フォークリフト科、建築物衛生管理科及び福祉

工学科に係る職業訓練指導員試験にあつては、学科

試験のうち関連学科） 

職業訓練指導員試験において学科試験のうち関連学科の系基礎学科に合格した者 学科試験のうち関連学科の系基礎学科（当該職業訓

練指導員試験に係る系基礎学科と同一の系基礎学

科に限る。） 

免許職種に関し、応用課程の高度職業訓練を修了した者 学科試験のうち関連学科 

免許職種に関し、専門課程の高度職業訓練を修了した者 学科試験のうち関連学科 

学校教育法による大学又は高等専門学校において免許職種に関する学科を修めて卒業

した者 

学科試験のうち関連学科 
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免除を受けることができる者 免除の範囲 

別表第十一の三の免許職種の欄に掲げる免許職種について同表の試験の免除を受ける

ことができる者の欄に掲げる者 

別表第十一の三の免除の範囲の欄に掲げる試験 

 


